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東
海
道
新
幹
線
新
駅

誘
致
へ
の
取
り
組
み

問　
新
駅
設
置
の
要
望
に
対
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
「
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
が
開
業
し
、
ダ
イ
ヤ

構
成
に
余
裕
が
生
ま
れ
れ
ば
新

駅
設
置
の
余
地
は
高
ま
る
」
と

回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、一
、

国
費
が
一
切
投
入
さ
れ
な
い
。

二
、
建
設
は
Ｊ
Ｒ
東
海
に
指
示

し
た
だ
け
。
三
、
建
設
費
は
一

民
間
企
業
が
賄
う
。
四
、
開
業

時
期
は
日
本
の
国
益
と
無
縁
の

一
企
業
の
財
務
分
析
で
決
定
さ

れ
て
い
る
。
五
、
巨
大
地
震
対

策
の
視
点
か
ら
、
地
震
発
生
ま

で
に
開
業
が
間
に
合
う
か
否
か
、

と
い
っ
た
問
題
点
が
あ
る
。
費

用
の
全
て
を
Ｊ
Ｒ
東
海
が
拠
出

す
る
こ
と
は
、
国
益
の
視
点
か

ら
、
正
当
化
し
が
た
い
も
の
と

判
断
す
る
中
で
、
新
駅
設
置
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

知
カ
ー
ド
の
送
付
状
況
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　
通
知
カ
ー
ド

は
11
万
２
１
６
４
通
発
送
し
、

91
・
３
％
の
送
付
が
完
了
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
や
誤
配
は
な
か
っ
た
。

住
所
変
更
し
た
方
に
は
、
新
た

な
カ
ー
ド
の
送
付
を
案
内
す
る

転
送
可
能
な
は
が
き
を
送
っ
た
。

可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
神
奈
川
県
東

海
道
新
幹
線
新
駅
設
置
促
進
期

成
同
盟
会
で
は
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、
東
海

道
新
幹
線
の
列
車
ダ
イ
ヤ
に
余

裕
が
生
じ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
品
川
～
名
古
屋
間
の
開

業
時
期
は
２
０
２
７
年
と
示
し

て
お
り
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

が
建
設
段
階
に
入
っ
た
こ
と
は
、

新
駅
設
置
の
可
能
性
も
高
ま
っ

た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問　
一
企
業
と
し
て
財
政
的
な

制
約
は
あ
る
が
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
が
全
線
開
業
す
る
予
定

の
2
0
4
5
年
以
降
の
新
駅
設

置
を
、
自
治
体
と
し
て
求
め
る

こ
と
が
妥
当
な
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
Ｊ
Ｒ
東
海
の

業
績
概
要
に
よ
る
と
、
輸
送
実

問　
運
用
に
対
し
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
情
報
連
携
に

は
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
行

政
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
デ
ー
タ
の
暗
号
化
、
個
人

番
号
を
直
接
使
用
し
な
い
な
ど
、

万
一
の
事
故
で
も
影
響
が
最
小

限
に
な
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
絡
む
詐

欺
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
各
地
で
詐
欺

ま
が
い
の
犯
罪
が
発
生
し
て
お

り
、
注
意
喚
起
に
取
り
組
む
。

地
域
の
安
心
安
全
対
策

問　
自
治
会
な
ど
が
管
理
す
る

防
犯
街
路
灯
は
、
市
に
移
管
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
移
管
を

強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問　
先
駆
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た

自
治
会
に
補
塡
は
な
い
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
へ
の
取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
公
費
の
補
塡
は
難
し
い
。

問　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
し
、
自
ら

の
経
費
を
投
資
し
た
自
治
会
と

行
政
に
任
せ
る
自
治
会
が
あ
る
。

市
の
対
応
は
公
平
と
言
え
る
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
コ
ス
ト

面
だ
け
で
な
く
管
理
面
も
考
え
、

先
に
導
入
し
た
と
捉
え
て
い
る
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、
犯

罪
抑
制
や
犯
人
検
挙
に
つ
な
が

る
。設
置
へ
の
考
え
方
を
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
犯
罪
捜

査
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

防
犯
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た

後
、さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
す
る
。

問　
地
域
の
総
意
で
、
東
電
柱

へ
の
カ
メ
ラ
付
き
防
犯
街
路
灯

の
設
置
協
力
を
行
政
に
求
め
て

い
る
。
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
政
策
的

な
基
準
が
な
い
た
め
で
あ
る
。

市
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

必
要
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
基
準
の
在
り
方
を
考
え
た
い
。

殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
て

問　
犬
の
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
の
装
着
状
況
を
伺
う
。

環
境
部
長　
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
平
成
31
年
、
土
屋
に
県
立

で
動
物
を
生
か
す
た
め
の
施
設

が
で
き
る
と
い
う
。
施
設
の
所

在
地
と
し
て
市
民
意
識
を
高
め

る
た
め
、
犬
の
登
録
を
促
進
し

た
ら
ど
う
か
。

環
境
部
長　
市
独
自
の
鑑
札
・

注
射
済
票
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

問　
犬
の
登
録
を
子
犬
ま
で
徹

底
し
た
ら
不
幸
な
犬
を
減
ら
せ

る
。登
録
を
強
化
し
な
い
の
か
。

環
境
部
長　
県
の
動
物
保
護
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
進
め
る
。

績
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

リ
ニ
ア
の
開
業
を
見
据
え
、
新

駅
誘
致
の
要
望
を
行
い
た
い
。

国
費
の
投
入
活
動
は

問　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建

設
費
は
、
品
川
～
名
古
屋
間
は

5
・
5
兆
円
、
大
阪
ま
で
は
9

兆
円
か
か
る
が
、
一
企
業
で
十

分
に
対
応
で
き
る
の
か
。
東
海

道
新
幹
線
の
建
設
費
は
4
千
億

円
で
、
1
8
0
0
億
円
の
国
費

が
投
入
さ
れ
た
。
今
、
国
は
国

土
強
靭
化
を
は
じ
め
、
一
極
集

中
し
て
い
る
省
庁
を
他
県
に
移

そ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
建
設

費
の
一
部
を
国
が
負
担
し
、
大

阪
ま
で
の
同
時
開
業
を
求
め
る

声
が
国
で
も
あ
が
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
も
、
国
費
の
投
入
が

あ
れ
ば
同
時
開
業
も
や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。
市

長
自
身
が
省
庁
や
関
係
者
へ
国

費
の
投
入
を
求
め
る
要
望
活
動

を
し
っ
か
り
と
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
非
常
に
大
き

な
話
で
あ
る
が
、
本
市
は
県
の

期
成
同
盟
会
や
他
県
の
期
成
同

盟
会
と
も
同
じ
方
向
を
見
て
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設
促

進
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
る
。

そ
れ
が
一
番
早
い
実
現
の
方
策

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
リ

ニ
ア
建
設
促
進
に
向
け
た
働
き

掛
け
を
行
う
と
と
も
に
、
新
駅

設
置
に
向
け
た
要
望
活
動
を
一

層
強
化
し
て
い
く
。

問　
話
の
大
き
い
も
小
さ
い
も

な
い
。リ
ニ
ア
全
線
が
開
業
し
、

新
幹
線
新
駅
が
設
置
さ
れ
な
け

れ
ば
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
計
画
は
ど

う
な
る
の
か
。
積
極
的
に
国
や

関
係
省
庁
に
働
き
掛
け
る
の
は

当
然
で
は
な
い
か
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
Ｊ

Ｒ
東
海
の
1
年
間
の
利
益
な
ど

吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
。
国
費
投

入
を
強
く
求
め
る
要
望
活
動

は
、
本
市
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
建
設
を
早
く
進
め
よ

う
と
本
市
だ
け
で
動
け
る
わ
け

で
は
な
い
。
一
団
体
の
力
よ
り

も
、
集
合
体
と
し
て
大
き
な
力

に
し
て
か
ら
物
事
を
動
か
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

期
成
同
盟
会
で
議
論
す
る
中
で
、

強
固
に
連
携
し
て
強
く
働
き
掛

け
る
こ
と
が
最
善
の
方
法
だ
と

考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
（
仮
称
）

次
期
平
塚
市
総
合
計
画　

国
土

強
靭
化
地
域
計
画

都
市
の
盛
衰
を
分
け
た

新
幹
線
整
備
構
想
の
是
非

わ
が
ま
ち
平
塚
の

安
心
安
全
を
目
指
し
て

吉
野 

和
美 

議
員

臼
井 

照
人 

議
員

平
塚
創
生
会

平塚創生会
所 属 議 員

柏木 徹 議員

金子 修一 議員

　9月議会で付託された平成26年度の一般
会計・特別会計決算と病院事業決算につい
て、9月29日と30日に開催した決算特別委
員会で6人の委員が詳細な審査を行いまし
た。主な質疑を紹介します。

一般会計・特別会計
●交通安全啓発推進事業
　高齢者の交通事故に対し、効果的な事

業に取り組んだのか。
　自治会や公民館事業で交通安全教室を

取り入れてもらい、実施した。
●成年後見利用支援センター設置事業
　成年後見人養成講座の受講者に、どの

ような実務経験を積ませているのか。
　市では、県の基礎研修を引き継ぎ、実

践研修を実施する。終了後は社会福祉協議
会の法人後見の支援員として活動する。
●心身障がい児通園事業
　市営のにこにこ園の園児は25人しかい

ないが、このまま続けるのか。
　園には重度の肢体不自由児もいる。現

在の報酬体系で民間事業所が担うには負担
が大きいため、しばらく続けていきたい。
●商店等魅力アップ推進事業
　新たな事業として匠の店を認定した

が、個店の魅力を高めるための方針とは。
　手工業にこだわり、伝統的な技や卓越

した技術のある店やそこで製造した製品を
販売する店舗などを認定した。店舗の良さ
を周知し、商業の発展につなげたい。
●スクールソーシャルワーカー派遣事業
　スクールソーシャルワーカーを2人体

制とし、取り組んだ成果は何か。
　重点対応中学校区内の学校を中心に、

小・中学校の切れ目ない連携や支援が可能
になった。福祉面の支援などにも結び付き、
不登校の改善などが見られた。
●共同調理場運営事業
　調理業務の民

間委託による成果
は何か。
　衛生管理や調

理技術の質の向上
など高いレベルの業務運営が可能になっ
た。食物アレルギーのある児童に、卵、牛
乳、乳製品の除去、代替食の提供を始めた。
●下水道管路耐震長寿命化対策事業
　長寿命化と耐震化の進捗状況を伺う。
　長寿命化の工事は、東海道本線の北側

の管路では72％、ふたでは65％完了した。
南側のふたは50枚交換した。耐震化は、緊
急輸送路である国道1号で62％進んだ。

病院事業
　経営状況の悪化の要因は何か。
　収益面では患者数の減少、費用面では

人件費の拡大がマイナス要因となった。
　現状で採算に合う経営に向け、どのよ

うな立て直しをしたのか。
　医業収益を上げるため、入院患者の獲

得やかかりつけ医との連携に取り組んだ。

決算特別委員会の
審査概要

市 議 会
ホームページ
市議会に関する
情報はこちら
から。


